








5.結論 

 以上の検討から小児腎炎の慢性化については,小児期発症の IgA 腎症がかなりの数で存

在していること,本症が多く不顕性に発症するため,当初発症に気付かず学童期を無自覚に

送っているということ,急性発症したものでも従来の考え方で急性腎炎や急性腎孟腎炎と

誤認され，その後の治療管理が不十分のまゝ学童期を経過している,などのことが本症の慢

性化に大きな要因となっていることが判明した。 

 今後,学童の検尿制度の普及によって早期発見,早期治療の実績を向上させると共に,そ

れに引き続く 10 年間の長期管理指導体制の確立こそこゝに問題となる腎臓病綜合対策の

根幹であろうと考えられる。 


